








緒言 

1才6ヵ月が選ばれた理由に、この時期以後に多発する乳歯う蝕の検診と予防指導がある。

現在・1 才 6 ヵ月歯科健診は、全国的に行なわれるようになったが、この時期のう蝕予防

を効果的に行なう為にも、う蝕罹患状況と生活環境の実態把握が必要である。 

乳歯う蝕の予防は育児であると言われるように、乳歯う蝕は育児環境に強く影響されて発

症し、育児内容を改善することにより、予防は可能となる。この時期のう蝕罹患は今なお

低く、しかも育児担当者の意識次第で、食生活パターンの改善が可能であるという事実を

ふまえて、育児担当者に正しい口腔衛生思想を普及し、育児内容を改善することにより、

う蝕予防の実をあげることが出来る。 

そこで今回、1才 6ヵ月歯科健診の指導内容の向上を目的として、1才 6ヵ月児のう蝕罹患

の実態、アンケートによる生活環境調査を行なった。同時に、地域特性を知る目的で、北

海道から九州にわたる 9地域について、同一の方法に従って調査を行なった。 


